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研究集録を活用して、食に関する指導（学級活動）を 

実施してみませんか 

 
 みなさんは、今年度の研究集録（第３８号）をご覧になりましたか。 
栄養士部会では、毎年、食育における実践例や、食に関する指導を行った際の指導案を 

掲載した「研究集録」を発行しています。 

今年度の研究集録の指導案では、実際に各地区で実施された授業研究会時の指導案が 

掲載されています。ぜひ多くの先生方の参考にしていただきたいと思います。ですが、 

「授業」についてしっかり学ぶ機会の少ない私たちにとっては食に関する指導そのもの 

がハードルの高いものになっています。 

 そこで、部会だよりを通して、「栄養教諭・学校栄養職員が行う食に関する指導」に 

ついて掲載していきます。 

 

〈Part1 「指導案」について〉 

「『指導案』とはどんなことが書いてあるの？」と思ったことはありませんか。 

学習指導案とは、「児童生徒の学びたいこと」と「教師の教えたいこと」を 

つなぐための設計図と言われています。児童生徒に「どのような力を身に付け 

させるために」、 教師が「どのような学習指導を行うのか」、授業の内容や手順を具体的に考えてい 

くことが記載されているのが「指導案」です。（和歌山県教育ネットワークHP参照） 

食に関する指導で考えてみると、 

「児童生徒が、自分の食に関する課題を解決するために学ぶたいこと」と、 

「児童生徒の食に関する課題解決のために、子ども自身に考えさせたいこと」をつないでいくために、 

栄養教諭・学校栄養職員として「どのような内容を指導したいか」 

について記載されているのが、「食に関する指導」の「指導案」になります。 

 

１ 題材設定の理由 とは 

  「題材設定の理由」とは、どのようなことが書かれているでしょうか。 

一般的には 

こういう児童（生徒）で、こういう課題があるので、本時でこういう指導をして課題を解決した 

いということが書かれています。 

  これを、食に関する指導で考えてみると、 

   給食について 

普段の給食の様子は○○○です。給食の残食は○○○くらい残ります。 

    給食の時間の様子を見ると、○○○のような様子（態度）が見られるため、この課題 

を解決するため本題材を設定した。 

 



 

食習慣について 

朝食についてのアンケートを実施したところ、～～～という児童が多く見られた。 

特に野菜のおかずを摂取している児童は○○％と少ない、給食の様子を見ても、野菜のおかずを 

残す児童が多く見られる。この課題を解決するため本題材を設定した。 

 

   このように、児童生徒の実態を具体的に数値化して表すと、授業を実施した後に 

「〇人いたが〇人に減少した」など、成果がわかりやすくなります。 

 

２ 「ふくしまっ子食育指針との関連」とは  

   栄養教諭・学校栄養職員が作成する指導案には、「ふくしまっ子食育指針との関連」が記載されています。 

   この、「ふくしまっ子食育指針との関連」とはなんでしょうか。 

            

みなさんは、この冊子を見たことがありますか。 

これは、福島県教育庁 健康教育課から発行されている「ふくしまの食育」 

です。 

この冊子に「ふくしまっ子食育指針」が示されています。 

この３月に一部改編されました。 

健康教育課のHPでも見ることができます。 

 

 

 

 

 

 

「ふくしまの食育」には、 

 〇 学校における食育を推進する上での「基本的な考え方」 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 



〇 基本的な考え方に基づいて、子ども達に身に付けさせたい「３つの目標（力）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ３つの目標（力）を達成するための、発達段階に応じた「望ましい食に関する行動指標」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が記載されています。 



実施する食に関する指導の内容は、ふくしまっ子食育指針の「望ましい食に関する行動指標」 

のどの部分に関連する内容なのかを示したのが、「ふくしまっ子食育指針との関連」です。 

 

食べる力の要素 期待する姿 

体のことを考えて食べる 好き嫌いなく食べることの大切さがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この「行動指標」の項目をが、授業の「ねらい」とリンクさせることにより、栄養教諭・学校栄養職員が

行う指導の内容をより明確にすることができます。 

 

 また、食に関する指導では、「食に関する指導の手引」に記載されている「食育の視点」と関連付けて指導

を行うことも重要です。 

【食育の視点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    （食に関する指導の手引―第２次改訂版― P16） 

 

「食育の視点」についての発達段階に応じた行動指標（学年段階別に整理した資質・能力（例）） 

も、「食に関する指導の手引―第２次改訂版―P21～22」に記載されていますので、 

参考にしてください。 

 


